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日程作成の条件について 

 

  大会日程については、原則、以下の条件を考慮して作成しますが、すべてを考慮できるわけではあり

ません。 

条件が矛盾する場合もあります。 

考慮優先順位もケースバイケースとなります。 

 

・クラブの学校行事予定表［印刷されたもの］に基づいて考慮します。 

 土・日・祝祭日に設定された欠席扱いとなる行事。 

 主に「運動会」「学芸会」「展覧会」「土曜授業」「授業参観日」。 

・月２回を限度として、土曜日授業が増えてきています。 

 授業ですので、学校行事ではありませんが、全校一致していないため、申告が必要です。 

・学校会場では会場クラブの試合を入れます。（会場当番をお願いしているため） 

 現実には、グラウンドサイズや会場クラブの消化状態により、難しい場合もあります。 

・上記のような事情（学校行事・会場校）により、同学年の大会日程の一部が遅れたり、早まったり

する場合があります。 

・大会ごとに集中して行なうようにします。（学年大会） 

・２学年下の大会を並行させます。（「学年合同」チームが増えているため） 

・ベスト４の試合はまとめて行うように心がけます。 

・ブロック番号の若い順に試合消化、あるいは試合順を組むのを原則とします。 

・１日の試合数を２試合までとします。（体力的な配慮） 

 ただし、ブロック予選など締め切りがある場合は３試合以上になることもあります。 

・シードの場合を除き、２試合は行なうようにしています。 

・７、８、９月は、事前に申告のあったクラブを除き、各チーム１試合を原則とします。 

・小学校会場はグランドサイズにあった学年の試合を組みます。 

・会場ごと、同学年、ないしはそれに近い大会を組みます。 

・大会ごとの消化を揃えるようにします。 

・大会によっては１試合だけが唐突に入る場合があります。 

（会場校、日程消化の事情による） 

・日程消化が順調でも、いつ、雨天中止が多くなるか判らないので、会場、試合数（１日１面８～９

試合前後）はカットしないで組みたいです。 

 小学校会場の試合数は１日５～６試合とします。 

 

以上のような諸条件を考慮して、日程を組んでいきますが、雨天中止が多くなり大会が後半に入ると試

合消化を優先させるために、無理をお願いすることがあります。 

ご理解とご了承をいただきたく存じます。 

 


